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躯体の品質や美しさを目指し全員が意識 設計コンセプト

構造体、外装の仕様をシステム化

株式会社横河システム建築
代表取締役社長　　　　　

大島　輝彦

年９月操業開始

茂原工場　完成
（７） （第３種郵便物認可）２０１９年　（令和元年）　８月２６日　（月曜日）

事務所 本工場 塗装・出荷ヤード

◆工　事　名：横河システム建築茂原工場新築工事
◆発　注　者：株式会社横河システム建築
◆設　　　計：有限会社大塚設計
◆施　　　工：鹿島建設株式会社東京建築支店

◆工　事　場　所：千葉県茂原市にいはる工業団地
◆敷　地　面　積：，．㎡
◆延べ床面積：，．㎡
◆工　　　期：年８月１日～年８月日
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　本計画は、日本で唯一システム建築専用
工場を持つ株式会社横河システム建築の２
拠点目となる新工場の計画である。計画地
は茂原にいはる工業団地内で最大となる土
地で、茂原市の経済発展や地域雇用に大き
く貢献できる事業となっている。

　全体計画としては、工場棟、塗装・出荷
ヤード棟、事務所棟の３棟と付属棟が分散
配置されており、鉄骨製品加工の作業から
搬入搬出までの人・車両の効率を意識した
動線計画と検査等の来客に対応した動線の
整理によって決定されている。各棟の構造
には株式会社横河システム建築の「yess建

築」を採用している。
　構造体だけでなく、外装においても仕様
がシステム化されており、事務所棟ではサ
ンドイッチパネルやバーチカルサッシ、車
寄せ等にその特徴が表現されている。
　工場や倉庫が主体となるyess建築だが、
事務所や商業施設にもフレキシブルに対応
でき、工場内全ての建物が商品アピールで

きる大型のショールームのような工場とな
っている。
　yess建築の大スパン架構のように本工場
が横河システム建築の未来の架け橋になる
ことを切に願っている。
　有限会社大塚設計

　代表取締役　大塚和男

「yess建築」の短納期対応と
安定供給をめざして

　この度、弊社が建設して参りました茂原工場が完
成し、９月より稼働を迎える運びとなりました。
　現在、東京オリンピック・パラリンピック開催を
来年に控え、内需を中心に景気は堅調に推移してい
るものと考えています。また、電子商取引による物
流改革や拠点整備は、yess建築にとりましても大き
な市場となっています。
　一方、建設資材不足や価格高騰、建設現場での人
手不足といった課題も深刻化しております。
　そのような時期に茂原工場が無事操業開始できま
すことは、市場への安定供給が可能となり『短納期、
低価格、高品質』を誇るyess建築の強みが、より発
揮されるものと期待しています。
　計画から建設そして完成に至るまでご理解とご助
言を賜りました関係各位に厚く感謝申し上げます。
　今後も「yess建築」が工場・倉庫のデファクトス
タンダード（事実上の標準）となり地域の発展に貢
献して参りたいと思いますので、皆様におかれまし
ては引き続きご愛顧、ご指導を賜りますよう、お願
い申し上げます。

　横河システム建築は、千葉県茂原
市の茂原にいはる工業団地で新工場
を完成させた。日に完成記念式典
を挙行、９月から操業する。新工場
は同社の主力製品であるシステム建
築「yess建築（Yokogawa Enginee
red Structure System）」の生産、
供給力を増強するもので、これまで
の２倍の出荷量を計画する。施設の
設計を大塚設計、施工は鹿島が担当
した。


